ラジオ②

１

夜、ミオから電話が来た。

「ケンどうだった、出社初日は」

「うん、それなりにかな・・・」

「えっ、何か歯切れが悪いね」

「まあプラスマイナス・ゼロと言うところかな。課長は凄い厳しい事をガンガン言う人でさあ、でもそれが現実なんだろうがね。でもそれをフォローしてくれる人がいたんで助かったよ」

「そうなの、早々に気合を入れられたってところね」

「なんだよ、人の事だと思って。言ってくれるじゃないか、ミオは」
「あれ、気を悪くしないでね。でもフォローしてくれる人がいて良かったじゃない。男の人?」

「う、うん。そうだよ、いい先輩なんで良かったよ」

何故かケンは心ならずもつい嘘を言ってしまった。そんな自分の心の中にドキッとする感情が芽生えてるのに気づかされた。

「あれっ、ケンどうしたの。黙ってしまって。どんな先輩なの」

「頼りになりそうな人でさあ、助かってるよ」
「そうなの、良かったわね。そう言う人が居てくれてラッキーよ。で、話は変わるけど今週末どうする?」

「うん、勿論迎えに行くよ。今度は小物の雑貨屋に行く?この前、行きたいと言ってたよね」
「嬉しい!　私、綺麗な小物が大好きなの」

「じゃあそうしよう。ちょっと聞きたいことがあるんだけど、ミオはラジオに何かメッセージリクエストみたいのをした?」

「えっ、そんなのしないわよ。急にどうしてそんな事を聞くの」

「いや、さっきラジオを聴いてたら『ケンさんへ』で始まって『新しいお仕事頑張ってね』みたいな事を言ってたからミオがメッセージしたのかなと思って」

「ふーん、でも私はしてないし、もし私だったら『ケン』て言うと思うわ」

「そうだよね。人違いだな。同じような人も世の中広いからいるよね」
「たぶんそうよ。住所なんかは同じだったの?」

「いや、その部分はよく聞き取れなかったんだ」ケンはまたミオにちょっと嘘をついた。住所も自分と一緒だった。そしてメッセージした人はミオではなくミヨと言ったのだろうか。
「人違いなんでしょうけれど、何かそう言うメッセージっていいね」

「うん、そうだね。そのケンさんみたいに僕も頑張るよ」

「いいことで思わぬ驚きに会うと凄い感動よね」
「そうか、いつかミオにも嬉しいサプライズを与えられるといいね」

「駄目ねえ、そう言う事は内緒でするから驚くのでしょう?」
「あっそうか。じゃあ今のは取り消し」

「えっ、取り消しちゃうの?」

「だって内緒にならないから・・・」

「じゃあ私も週末デート取り消しにしようかしら?!」

「う、うっそー。何・で・そ・う・な・る・の・か・な?!これは昔の流行語でした～」
「そうそう、ケンはそう来なくちゃあ。でも大分古いわねえ」
「でも、それを知ってるって事はミオもなかなかな者だぞ」
「よく言うわねえ。ケンと付き合ってればそれが常識になるのよ。あーあ、どんどんケンに洗脳されて行くわ」

「その言葉って、喜んで受け止めていいのかなあ・・・」
「そうね半分くらいはね、でも後の半分は私の冗談だからね」

「♪テレパシー・ラヴ　On Lineだからね、ケータイの電波に乗って気持ちが通じ合ってるよね」
「ひゃー!　もろパクリじゃん。歌だからいいのよ」

「ありゃー、失敗したか。気持ちを伝えるのにデンワ急げと思って・・・」
「またまたー、恋人同士なんだからもっとドキッとする事を言ってよ」

「ゴメンゴメン、電話だとつい調子に乗っちゃって・・・」

２
翌日、出社したケンはすぐに佐藤さんと話してみたかったが課長に呼び止められた。先輩の営業マンに顧客管理などのデータをパソコンで見る操作の仕方などを教わるように指示された。パソコンは嫌いではないので各種情報画面を見る操作もすぐに覚えた。
　興味津々で勉強させてもらった。ただこの情報画面は営業マンが成績を上げた結晶であって、これらの数字を残せるようになるのは遠い道のりのような気がした。まだ入社して2日目のケンにとっては当然だった。でも集中して先輩に教えてもらっていたので、あっという間に半日がたった。

　午後は昨日と同様にDMの作業で佐藤さんと一緒になった。
「午前中は大変だったでしょう。パソコン操作も色々あって」

「ええ、でも面白かったですよ。データ管理プログラムってよく出来てますよね」

「山村さんってそう言うところに関心があるの」

「プロがそう言うシステムを作るのだから当然よく出来てるんでしょうけど。先輩に丁寧に教えてもらったから操作方法は良く分かりましたよ」
「凄いのね。私なんかの総務の者もその画面から仕事をするから必要な操作なんですけれど、最初はメモを取って操作を覚えていったのに、山村さんてメモ取ってた様に見えなかったけれど」

「自分でもよく分からないけれど、そう言うことは一回見ると覚えちゃうんですよ」

「羨ましいわ」

「でも僕の仕事は営業だから足と口で勝負なんですよね」
「そうよね、ガンバッテね」佐藤さんは、こぼれる様な笑顔で答えてくれる。

大量のDMに住所の印刷してあるシートを1枚1枚貼り付けて行く。

「有難うございます。話は変わるけど佐藤さんてラジオって良く聴くの」
「ええ、好きよ。他の事をしながらでも聴けるから」

佐藤さんの笑顔の優しい目にドキッとしてしまった。ケンは昨夜のラジオの件でどうに切り出していいものか迷っていたが、ズバリ聞くことにした。
「あのう、佐藤さん昨夜、ラジオにメッセージみたいなのを送った?」

「あっ、ええメッセージしたわよ。聴いてくれたの」

「はい、そうなんです。どうも有り難う!」

「私、後輩が入ってくるとそうしてるの。でも殆ど気づかれないけれどね」
「あっそうなんですか・・・」ケンはちょっとガッカリした。

「でも嬉しいわ、気づいてくれて。変な趣味と思わないでね。それでメッセージで言ったようにケンさんって呼んでいいかしら」

「ええ、構わないけど。でも何かケンさんと言われると気恥ずかしい感じになるなあ。高倉健みたいで」

「あら、意外に渋いところを知ってるのね。でもそれはケンさんの思い過ごしだけだからノープロブレムよ」
「ザッツ・ライトですよね。佐藤さんには1本取られました～」

「じゃあ、私のことは佐藤さんじゃあなく、ミヨさんと呼んでもいいわよ」

と小声で言った。

「本当ですか。でも仕事場じゃあだめですよね」

「ザッツ・ライト。プライベートの時ね」とウィンクしたように見えた。
ケンはミヨさんが何気に近寄って来ているのをはっきりと感じた。いや、でも気のせいか・・・。

「それって、外で2人きりで会えるって事ですよねえ」と思わず聞き返した。

「ええ、そうね。ケンさんが良ければ・・・」

「いえ、悪いなんて事はないですよ。いつか遊びに行きましょうか」

「うわー、本気にしていいの」
「ええ、勿論。楽しみだなあ。何か夢みたいだ」

「でもケンさん彼女いるんじゃないの」

「いや、それがいないんですよ。ミヨさんこそ彼氏がいるんじゃあないんですか」

「いやー、それがいないんですよー」と照れた様子で答えた。

そう話しながら２人とも心の底でチクリと刺すように痛むものが走っていた。
